
　「
ロ
ハ
台
倶
楽
部
」
は
２
０
２
５
年
10
月
か
ら
活
動
を
始

め
、
現
在
60
人
以
上
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。「
ロ
ハ
」

と
は
、
公
園
な
ど
の
無
料
の
ベ
ン
チ
の
こ
と
で
、
大
田
元

学
長
の
、
青
年
と
の
交
流
の
実
践
『「
ロ
ハ
台
」
の
実
践
』

に
ち
な
み
名
づ
け
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
一
人
ひ
と
り
が

学
芸
員
」。
博
物
館
の
役
割
の
基
本
、モ
ノ
の
「
収
集
・
保
存
」

「
調
査
・
研
究
」「
展
示
」
と
い
っ
た
仕
事
は
、
大
学
で
学

ぶ
べ
き
こ
と
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
は
「
学
生
学
芸
員
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心

に
そ
く
し
て
チ
ー
ム
を
つ
く
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
ビ
オ

ト
ー
プ
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
周
辺
の
自
然
や
文
化
の
調

査
を
し
た
り
、
地
域
の
人
び
と
へ
の
聞
き
書
き
を
行
っ
た

り
。
こ
う
し
て
発
見
し
た
こ
と
を
、展
示
や
誌
面
を
通
じ
て
、

多
く
の
人
と
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
学
生
に
よ
る

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
冊
子
編
集
を
通
し
て
図
録
の

作
成
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
く
予
定
で
す
。 2026 Aug

12vol.

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
４
部
門
の
活
動
紹
介

じ
つ
は
長
い
歴
史
の
あ
る
つ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

特集

地域交流研究センターは、都留文科大学と地域をつなぐさまざまな活動と

研究に取り組むための拠点です。地域は、人びとが生まれ育ち、自然とか

かわりながら暮らし、文化と歴史を刻みつづけている現場です。そこには、

自然・人間・社会のあり方を問いなおす手がかりがあります。人間探求を

掲げる本学らしいこうした取組を大切に受け継ぎ発展させていくことを目

的として、2003 年に地域交流研究センターが発足しました。現在４つの

部門に分かれ、学生や教員、市民など、世代や立場を超えた人びとが活動

に携わっています。

都留文科大学では、地域そのものを博物館（ミュージアム）に見立て、身

近な自然や文化に親しみ、じかに触れ、学びあう「つるフィールド・ミュー

ジアム」構想を推進してきました。2025 年に新設された新棟「つるフィー

ルド・ミュージアム」は、地域（フィールド）の自然や人びととの出会い

を楽しみ、生きものや人との交流を通して学びを深め、新たな人間関係を

創造する拠点です。「まちの縁側」としての機能をもつテラスや、生きも

のとの交流ができるビオトープ空間、子どもたちも楽しめるライブラリな

ど、学びを支える環境を整えています。

都留文科大学 地域交流研究センターとは 「つるフィールド・ミュージアム」とは
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ロ
ハ
台
倶
楽
部

「
つ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
構
想
の

原
点
を
大
切
に
活
動
す
る
学
生
団
体
が
誕
生
し
ま
し
た

新校舎の資料室 左が今泉吉晴先生、右が大田堯元学長 1980 年代、石船神社でのムササビ観察会のようす

じつは長い歴史のあるつるフィールド・ミュージアム
つるフィールド・ミュージアム 40年の原点、大田堯先生と今泉吉晴先生の資料を収蔵しています

たかし

　
都
留
文
科
大
学
で
は
、
１
９
８
３
年
、
大
田
堯
元
学
長

（1918-2018

）
が
提
唱
し
た
「
都
留
自
然
博
物
館
」
構
想
を
起

点
に
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
実
践
と
思
想

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
全
体
を
博
物
館
に

見
立
て
、
現
地
に
赴
き
じ
か
に
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
構
想
は
当
時
、
全
国
の
大
学
の
先
駆
け

と
な
る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
同
時
期
に
今
泉
吉
晴
先
生
（
本
学
名
誉
教
授
）
に
よ
っ

て
「
都
留
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
構
想
も
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
生
き
も
の
を
捕
え
て
き
て
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、

現
場
に
赴
き
、
じ
か
に
見
る
こ
と
で
、
生
き
い
き
と
し
た
本
物

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
ム
サ
サ
ビ
、
リ
ス
、
ネ

ズ
ミ
、
モ
グ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
、
都
留
で
み
ら
れ
る
身
近
な

生
き
も
の
の
観
察
を
学
生
た
ち
と
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
自
然
と
人
と
の
距
離
が
近
い
と
い
う
立
地
を
生
か
し
た
地
域

の
実
践
は
多
岐
に
わ
た
り
、多
く
の
学
生
、教
職
員
、市
民
に
よ
っ

て
こ
の
構
想
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域
で
の

諸
実
践
や
思
想
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
く
目
的
で

２
０
０
３
年
４
月
、
本
学
「
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
発

足
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
２
０
２
５
年
に
本
学
の
新
し
い
学
び
の
空
間
と
し
て

「
つ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
完
成
し
ま
し
た
。「
楽

し
む
、
学
ぶ
、
つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
や
暮
ら
し
に

根
ざ
し
た
新
し
い
知
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
場
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
大
田
元
学
長
は
、「
都
留
自
然
博
物
館
」
を
「
人
間
と
自

然
と
の
共
存
の
関
係
を
含
ん
だ
ひ
と
つ
の
新
し
い
生
き
た
社
会

の
創
造
で
あ
る
」（
＊
）

と
記
し
て
い
ま
す
。
い
の
ち
あ
る
人
間
と

人
間
、
人
間
と
自
然
が
か
か
わ
り
合
い
支
え
合
う
世
界
に
向
け

て
、
新
校
舎
が
ま
さ
に
そ
の
「
拠
点
」
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
新
校
舎
の
資
料
室
に
は
、
大
田
元
学
長
と
今
泉
先

生
の
貴
重
な
資
料
が
配
架
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
活
用
で
き
る
よ

う
、
資
料
の
研
究
や
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

＊『
大
田
堯
自
撰
集
成

補
巻

地
域
の
中
で
教
育
を
問
う
〈
新
版
〉』



毎年好評の留学生たちと行う「ムササビ観察バスツアー」を、2025 年

12 月 6 日（土）に留学生 5名と通訳を務めてくれた国際教育学科の学生、

地域の方々と都留文科大学の学生たちと共に実施しました。前半は「つ

るフィールド・ミュージアム」にて、ムササビに関するミニ講座を実施し、

後半は今宮神社へ行きムササビの観察を行いました。観察では実際に滑

空する様子を見ることができ、留学生からも好評でした。振り返りでは、

北欧からやってきた留学生たちが、母国で盛んに実施されているアウト

ドア教育とムササビ観察会の類似性を議論してくれました。

地域の自然と文化の魅力を実地に学び、留学生や多様な人びととの交流

や学び合い方、地球規模の視野を育むことを通して持続可能な地域のあ

り方を考えます。自然観察会や地域での交流会の企画や運営に参加でき

ます。

部門の概要

近年の活動

まちづくり研究部門では、2024 年度から JR 東日本と連携して山梨県東

部地域における観光ツアーの造成に取り組んでいます。学生たちが地域

の魅力を発見し、ツアーを企画、JR東日本にプレゼンして採用案をツアー

として販売し、ツアー当日のアテンドを行います。2025 年度は、大月

市における本陣跡の古民家を舞台に、織機を運び込んで郡内織の織物体

験をしたり、笹子追分人形や着物着付け体験をしたりするツアー「郡内

織物語～大月の織物づくり＆着物体験の旅～」を実施しました。県外や

留学生の参加もあり、甲州街道には一日歓声が響きました。

地域活性化及び持続可能なまちづくりを目指し、地域住民や自治体、地

元企業等と連携しながら実践を通して研究します。まちづくりのプロ

ジェクトを通じて、学生と地域が共にこれからの地域社会のあり方を考

察する機会を創出することを目的とします。

部門の概要

近年の活動

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー

部
門
の
活
動
紹
介

少子高齢化・過疎化する地域の状況や課題と向き合いながら、共生のまちづくりに向けて、教育活動を通してアプローチしています。

情報分野での学びを通して、地域と大学とのつながりを深めることをめざす「地域情報教育分野」。図工・美術という造形活動から

地域教育のもつ可能性を深める「地域美術教育分野」。地域の特別なニーズのある人たちの教育・心理的支援や総合的な地域づくり

の推進をめざす「地域インクルーシブ教育分野」。地域の人たちとともに学びの場を創り出しながら学問知をつなぐことをテーマと

した「社会教育分野」の 4分野で展開しています。

都留市教育委員会と連携し、地域の小学生を対象に「子ども

公開講座　VR＆レーザーカッター体験講座」を開催しました！

今回の目玉は最新デジタルの体験。子どもたちは VR ゴーグル

を覗き込み、まるで本当に海の中を泳いだり空を飛んだりし

ているような大迫力の没入感に目を輝かせていました。さら

に、レーザーカッターを使った「デジタルものづくり」にも

挑戦。アクリル板の廃材を再利用したネームプレートや、み

んなの作品を組み合わせて作ったクリスマスリースなど、エ

コでクリエイティブな作品が誕生！定員満員の、大盛り上が

りの 1日となりました。

地
域
情
報
教
育
分
野

フィールド・ミュージアム・スタディーズ学生編集部では、

山梨県内の地域を舞台にした魅力的な学びの実践を、学生自

身が実際に訪ねて取材しています。先輩教員がどのような出

会いや迷い、試行錯誤を重ねながら授業づくりをしてきたの

かを知るとともに、地域学習を支えている人々や場、活動に

目を向けながら、「自分はこれから、学びや教育にどのように

関わっていきたいのか」を考えています。2025 年度は、上野

原市秋山地区をフィールドに取材を進め、『フィールド・ミュー

ジアム・スタディーズ』Vol.３を発行しました。
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社
会
教
育
分
野

近年、学校現場では設備管理の課題から、粘土を焼成する体

験が難しくなっていることから、都留文科大学附属小学校 5

年生を対象に、図画工作科「やきものづくり」の授業を担当

しています。単なる体験学習や技術指導ではなく、「土を捏ね

焼く」という人の根源的な営みに着目し、その教育的意義に

ついて探究する研究活動です。授業では、子どもたちが手を

使い、自ら考え判断しながら製作に向かう姿を重視し、私た

ちはその学びにどのように寄り添うことができるのかを課題

としています。昨年度は、学習環境の変化が学びに与える影

響に注目し、子どもたちを大学へ招いて活動を実施しました。

地
域
美
術
教
育
分
野

多様な人々が境界を超えて交流することをコンセプトに掲げ

る「都留文科大学クロスボーダー・プロジェクト（クロボ）」。

2024 年度の文部科学大臣表彰を経て、2025 年度からは待望の

留学生の参加が始まりました。従来の障害／健常や世代の枠

組みに加え、新たに人種や国籍、言語の壁をも超える多様な

交流が生まれています。身ぶり手ぶりを交えながら互いを知

り、共に活動を楽しむ中で、クロボの魅力は一層の広がりと

深まりを見せています。進化を続けるクロボに、今後もぜひ

ご注目、そしてご参加ください。

地
域
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
分
野

共
生
教
育

研
究
部
門

ま
ち
づ
く
り

研
究
部
門

グ
ロ
ー
カ
ル

交
流
研
究
部
門

自然共生研究部門では、ビオトープの整備をはじめ、キャンパス内の生

物多様性調査、絶滅危惧植物の保全活動、都留市内の湧水に関する研究、

小学校での理科実験教室など、多彩な活動を展開しています。学生たち

は、キャンパスや地域そのものを学びのフィールドとして、身近な自然

と向き合い、生きものたちの多様性や美しさを発見しながら学びを深め

ています。時には科学実験に胸を躍らせ、時にはフィールドワークを通

して新たな発見に出会いながら、学生たちは自然を科学的に捉える力と

豊かな感性、そして実践的な力を育んでいます。

キャンパス内では動物園や博物館ではみられない生きいきとした動物や

植物にいつでも出会うことができます。ていねいに観察し、ものごとか

らじかに学ぶことで、自然との関わりや、暮らし、文化のありようにつ

いて探究していきます。

部門の概要

近年の活動

そ
の
他
の
活
動

学習環境の整備や良好な人間関係の形成、主催者教育の基盤となる「学

級づくり」をテーマにした実践講座を開催しています。学級づくりの

実践に豊富な経験をもつ講師を招いて、現職教員や本学で教員をめざ

す学生を対象に、実践的な学びの機会を提供しています。

市民公開講座

R7年度の活動

子ども公開講座

学級づくりの向上をめざす実践講座

ボランティア事業部
都留市教育委員会の「放課後子ども教室」事業と本学の「市民公開講座」

を連携し、平成 25 年度から実施しています。小学生が対象で、夏休み

や冬休みに開催しています。

まちに開かれた大学を目指し市民のみなさんや学生に向けた講座を定

期的に開催しています。有識者を講師として招き、講演会、観察会、ワー

クショップなどを実施しています。

いきものかんさつはおもしろい！

介護予防教室 転ばぬ先の杖
春

英語であそぼう／ムササビ観察会夏

湧水さんぽ／ムササビ観察会

サバイバル・サイエンス・キャンプ
秋

ムササビ観察会／親子かけっこ教室／星空観察会

講演『巨大な冨士山を動かす方法～一般社団法人カノエサルのやり方～』
冬

オリンピアンと走ろう！佐野夢加のかけっこ教室春

音のふしぎ ～ソーゴパイプとカスタネットに挑戦しよう～

ゴムと空気のふしぎ ～バルーンヘリコプターとパタパタ飛行機に挑戦しよう～
夏

Canva でつくるワークショップ

ポルトガル語でこんにちは！ ～ことばで世界をつなごう～
秋

VR 体験・レーザーカッターでデジタル工作冬

都留市社会福祉協議会と協働で、ボランティアを必要とする人と学生とを

結びつける事業を行っています。今年の 4月 9 日に「文大ボランティアひ

ろば（ボランティア説明会）」を開催し、80 名の学生が参加しました。当

日は、地域交流研究センターによるボランティア事業や募集情報等の説

明に加え、都留市社会福祉協議会によるボランティア保険や市内ボラン

ティア団体の紹介を行いました。説明会終了後には、学生からの質問や

相談に応じる「ボランティア相談会」も実施しました。

本学で名作映画を上映しています。どなたでも無料で見ることができ、

映画の背景にある社会問題や意義などを本学教員が解説します。

文大名画座

地域の豊かな自然や文化、歴史を教育資源とした、子どもの体験的・探

求的な学習を支える生活科・総合的な学習の時間のカリキュラム開発を

目的とした冊子で、小学校の教員と地域交流研究センターの教員が協力

し、年 1回発行しています。

本学の教員がまちのみなさんのもとへ伺って講義を行います。生涯学習

へのニーズにお応えするとともに、大学の教育・研究内容に興味を持っ

ていただくことを目的としています。

出前講座

『こどもフィールド・ノート』

自
然
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キャンパス内では動物園や博物館ではみられない生きいきとした動物や

R7年度の活動


